



















































ぼ踏襲しているが、新しく付け加えられた、あるいは改編した点を、妻であ 崔氏が、口論に際して 感情を顕わにして哀訴懇願する ではなく、みずから 感 を抑えて、あくまで冷静に分別をもって勧告する」理屈っぽい ばを用いること、再会後復縁を懇願す 際にも成語を多用するなど、 「庶民ではなく教養あ 士人の妻の如き口吻を帯びている」とす （
pp.（（（-（（（ （。また、 『漢書』 「朱買臣














ように見えるものの、実際には妻とそれに付随する財力に屈服した形で結末を迎えるのであ 。 （中略（……夫婦喧嘩という一定の枠組みの中 夫を痛罵させることによって、実は、 はや現 にそぐわなくなった陳腐な道徳律を排撃してい であり いわば、価値の相対化を通して既成道徳の存在意義を問い直しているのであ 。
　
清代の朱買臣故事を戯曲化した脚本としては、 『綴白















本を踏襲して、 「前逼」 「後逼」 ・ 「悔嫁」 ・ 痴夢 ・ 「撥水」の五齣で構成されている。江蘇省崑劇院の 朱買臣休妻」では「後逼」を削って、 「前逼 ・ 「悔嫁」 ・ 「痴夢 ・ 「撥水」の四齣で全 としている。本稿では、人物像・プロットともにより新しい試みがな と考えられる江蘇省崑劇院の「朱買臣休妻」の改編を対象とす　
姚継焜は、 『増輯六也曲譜』及び『六也曲譜初集』を底










































































やりとりが削られ、姚継焜本・蘭苑集萃本では、唐道姑は話としては出るものの 舞台上には登場せず、張西喬と崔氏との仲を取り持つのは王媽媽である。また、 「後逼」では崔 が朱買臣に離縁状を書くよう迫 が、蘭苑集萃本では崔氏が自ら離縁状を書いて準備しているように改編されている。　
姚継焜は、この「逼休」は、台詞がかなり増やされてい







































まだ四九歳の自分は余裕があり、出世の日は近いとなだめる朱買臣のやりとりである。脚本では交互にあげられているが、実際の舞台では崔氏の唱に朱買臣がかぶせるように同時にせりふをいう、非常にテンポのよい緊張感 あ 演出になっている。 「痴夢」の折 も、夢の中 朱買臣 夫人として崔氏に迎えが来るくだりで用いられている。　
また、朱買臣が近い将来科挙に合格するという人相見の


















ばを残して去る。脚本では、朱買臣が意識を取り戻して崔氏が去ったのを知り、 「本当に行ってしまったのか」という台詞で終わっている。これに対し舞台では ひとしきり崔氏を探して結局諦めたところで崔氏の残した紋銀一錠に気づくが、それを投げ捨 て書物を手に決然と部屋に向かうという、科挙合格への決意を固めたことを表す演技で終わっている。それまでのやりとりでは 食い違いはあるものの、お互 への理解や思い が全くないわけ なく、求めるものの違 から溝ができていると考えられるが、離縁状を契機に取り返しのつかない結末に至っているとる。　
六也曲譜本「後逼」では唐道姑が崔氏をいいくるめて張







【概要】衣食足りた生活を求めて張西喬に嫁いだ崔氏であったが、半年すぎた頃には、張西喬は崔氏のあら捜しをして罵り、何かといえば殴る蹴るの毎日であった。貧しくとも自分を大切にしてくれた朱買臣を思い出し、すで 再嫁を後悔してい 。張西喬も崔氏が仲人の話ほど若くなく、妻としても役に立 ない う不満で、互いに口汚く罵りあう。張西喬は、結納の銀二百両を返せば崔氏 自由にしてやるとうそぶく。崔氏は帰る家もなく、しかたなく仲人の王媽媽の家に身を寄せることにする。　
この「悔嫁」は基本的に「逼休」と「痴夢」とをつなぐ

















































































































【概要】爛柯山の地方（里甲長（が登場、会稽太守となった朱買臣を盛大に祝って迎えることを述べる。朱買臣に会いに来た崔氏は地方 追い払われ が、朱買臣を呼んで騒ぎ、騒ぎを聞いて出てきた朱買臣 崔氏 異様な姿に驚く。妻として受け入れるよう求めて引き下がらない崔氏に、朱買臣は盆に入れ 水を地面に撒き、それを元通りに戻すことができれば受け入れるという。 「覆水、収め難し」と知った崔氏は入水 自ら命を絶ち、朱買臣は崔氏の墓をたてるよう指示し、しばらくその水辺に佇む。　
蘭苑集萃本では、六也曲譜本での唐道姑と張西喬が崔氏































 免被人笑耻。 」 （人に嘲
られるよりは、むしろ死んだ方がましだ（と歌って 恥耐え ずに死を選ぶのである。朱買臣も、最後は崔氏の墓は立てるものの、夫婦のあるべき姿を説い 感情をそ
れほど乱すこともない。４．おわりに　
以上、 「朱買臣休妻」の脚本と上演について、整理・考
察してきた。この脚本はいわば演出のためのもので、上演されて初めて完成されるといえる。 「朱買臣休妻」では実際の映像資料ではより口語的な台詞に変更されていたり、省略された部分もかなりある。それまで上 していた演目を改編する際には、当然、その改編のねらいがあるはずである。それは単に脚本を読むだけでなく、実際の舞台の演出と わせて考えることで見えてくる ではな だろうか。　
たとえば、最後の「撥水」での「覆水、収め難し」のく
だりは、朱買臣故事においては、崔氏が「恥に耐えられずに入水した」 いうのが一般的評価 ある。しかし、この「朱買臣休妻」での崔氏は、そうした伝統的女性観に収まりきれない人物として表現されてい ように思える。決して推奨さるべき行動をとっているわけでもなく 優れ 人格をもってい わけでもないが、自己の欲望に忠実 思いのままに行動する、 わば近代的な人物像として表現されている。小人物ではあるが、伝統的概念に縛ら な 自由な女性として演じられてい の は だろ か。
 
（88）



























































































































































































































































（上・下） 》 （ 《文史知
识
》二〇
一四年
 第一〇期
 pp.108-112 第一一期
 pp.84-90 ）中华书局
（
10） 「花臉」は、一般に男性で臉譜をほどこす荒々しい性格の人物を演じる役柄をいう。
 
（文教大学）
